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研究成果の概要 

物性研グループは、主に広帯域 THz パルスの評価とそれを用いた表面反応ダイナミクスの研究

を行った。金属表面における第二高調波発生（SHG）光と空気分子による THz誘起 SHGを干渉さ

せることにより、広帯域 THz パルスのヘテロダイン検出を行った。観測した時間波形をフーリエ変

換することにより、サブ THzから数十 THzまでの領域を評価する新たな方法を開発した。この広帯

域 THz パルスと近赤外超短パルスレーザーを使った振動共鳴和周波発生（SFG）分光法を開発し、

遠赤外から中赤外にわたる振動スペクトルを一度に測定できるようになった。近赤外フェムト秒パ

ルスを吸着分子に照射したときの光脱離を四重極質量分析計で飛行時間計測するシステムを構

築した。いくつかの吸着系に対し近赤外＋THz パルス照射による光脱離実験を行い、THz パルス

による光脱離過程への変調について研究した。また、狭帯域 THz パルスによる固体音響フォノン

生成や固体内のディラック電子が示す光励起キャリアダイナミクスといった固体超高速分光への展

開を進めた。 

京大グループは、超高真空下で 7 eV 付近に強い吸収を示すインジウム（In）ナノクラスターの作

製に成功した。走査トンネル顕微鏡（STM）による評価でその吸着構造を明らかにし、プラズモン応

答と粒子構造の対応を明らかにした。さらに前吸着した Niをシードとして、その上に In を蒸着し成

長させることで、深紫外吸収強度が 3倍程度増大することを見出した。現在、STMによる構造解析

を進めている。作製した Inクラスターに、ベンゼンや水分子を共吸着することで引き起こされる反射

率変化を超高真空下で計測し、状態分裂を示唆する大きなスペクトル形状の変化が起きることを

見出した。STM によりグラフェン表面の銀ナノ粒子形成機構を詳細に検討し、クラスターを均一分

布させる作製条件を確立した。また、局在プラズモンと分子の複合系の状態分裂について予測を

可能にする新規理論モデルの構築を行った。 
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